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 （６） 余切りについて 

     余切り量は、林地開発規制、環境保全対策上の残土処理に大きな影響を及ぼすため発 

    生をできるだけ少なくするよう注意されたい。 

 

 （７） その他 

  ア 丁 張 

      切取箇所で土質区分の明確でない断面については、土工標準図に示された勾配の逆 

     丁張りにより法頭を決定し、施工途上で岩盤等が露出した場合は更にその土質にあった 

     勾配の逆丁張りにより、その法頭を決定する。 

  イ 緑化工 

    種子吹付工については、発芽状態の不良な個所がある場合は補充吹付け等を行い、 

     生育後において施工面を覆う状態にしなければならない。 

 

（８） 現場代理人の兼務について 

    本工事の現場代理人及び主任技術者(専任を含む)については、倉手沢林道ほか災  

   害復旧工事及び谷地林道災害復旧工事との兼務を認める試行工事である。 

 

３ 契約約款との関連 

 （１） 契約約款第１３条第２項に基づき検査を受けて使用すべきものと指定する工事材料 

    ア 鉄     筋       証明書による確認 

    イ  杭     類       径、長さ、品質 

    ウ  ア ン カ － ボ ル ト       径、長さ、品質 

 

 （２） 契約約款第１４条第 1 項事項に基づき監督職員の立ち会いのうえ調合し又は調合に 

    ついて見本検査を受けるものと指定する工事材料 

    ア ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘ-ﾄ       品質、規格 

    イ 現場練りｺﾝｸﾘ-ﾄ       配合比率、品質、規格 

    ウ 調 合 ペ イ ン ト       品質、規格 

    エ 種     子       配合比率、品質、規格 

 

 （３）支給材料及び貸与品について 

    契約約款第１５条第１項の「支給する工事材料及び貸与する建設機械器具」は次のとおり 

   とする。 

 

 （４） 契約約款第１６条第１項による「工事用地」の位置 

 

                        林道      小班 

 

   利用区域が常に明確に識別できるよう、周囲の主要な箇所に境界標及び見やすい適当 

   な箇所に標識を設置すること。 


